
 

 

＜平成 2７年５月発行第６号＞ 

 

顕彰会だより第６号に寄せて 

                  清河八郎顕彰会 会長 正 木 尚 文 

青葉が目に眩い頃となりました。 

 皆々様よりは、平素多大のご理解とご支援を賜りまして厚く御礼申し上げます。 

 清河八郎について意外と知られていないことや、知っていても詳しく知っている人は意外と少

ないようです。これまで実施した「歩いて楽しむ 回天の道と清川歴史の旅」に参加した方々の

感想を聞いても頷けるからです。 

 庄内町教育委員会で作製した社会科副読本（小学校３年生以上）「わたしたちの庄内町」の中に

「清河神社」について次のように書かれています。『幕末の志士「清河八郎」を祀って建てられた

のが、清河神社です。明治４１年正四位を贈られたことから神社として祀られることになり、昭

和６年に完成しました。清河八郎は尊皇討幕の魁といわれ、明治維新に大きな役割を果たしまし

た。』書物「新選組出陣」に、ある作家は、「坂本龍馬だって若くして死んで、あんなに人気にな

っているんだから、清河八郎も書き方によっては、今後人気が出るかも知れない。」といっている。

大いに期待しているところです。八郎の名を広めていくことが顕彰会の使命と考えているからで

す。 

 八郎記念館では、６月より「若き清河八郎・父への手紙でつづった江戸日記」をテーマにして

公開します。これまた大いに期待されます。 

 八郎については小学生からも広く学んでもらうと同時に、記念館への交流人口が益々多くなる

ことを願いながら、顕彰会に対しましても尚一層の御支援をお願いするものです。 

********************************文武両道の道を究める******************************** 

第３回清河八郎文武体験子ども塾 
    

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みが始まって間もない平成２６年７月２９日（火）、町内の小学校４年生以上を対象に第

３回「清河八郎文武体験塾」を開催しました。立川地区からは５名、余目地区から６名、合わせ

て１１名の子供たちの参加でした。紙芝居を使っての八郎講座や座禅体験、剣道の型や実際の打

ち込み体験を行い、また夜には自分たちでカレーを作り、最後に一人々々が会長から終了証を手

渡してもらいました。子ども達は、特に剣道の打ち込みが楽しかったと話してくれました。  

 金華山歓喜寺での座禅修行 剣道の打ち込み体験 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

定員を超える参加者 浸透してきた回天の道 

～歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅～ 

 平成２６年１０月２６日（日）「歩いて楽しむ 回天の道と清川歴史の旅」を開催しました。 

定員２０名の予定が、２７名の申込みを頂

き、急遽移動用の車の手配に慌てましたが、

当日キャンセルする方もおり、何とかマイ

クロバス一台で移動が可能となりました。 

 これまでと違い、午前中に回天の道を歩

き、北月山荘で昼食、入浴した後に清川の

散策を行いました。清川では、最初に戊辰

戦争で亡くなった官軍兵士を祀る「官軍墓

碑」の説明を受け、併せて庄内藩が陣を敷

き「清川口の戦い」の場となった、立谷沢

川の合流点に目を向けてもらいました。

「蘭山」、「腹巻岩」そして「御殿林」が同時に臨める場所での説明に皆さんは興味津々の様子で、

幕末の日本へタイムスリップしたかのような様子が伺えました。 

第８３回清河八郎顕彰剣道大会やむなく休止 

毎年５月５日に多くの剣道愛好者の交流の場とし

て定着していた「清河八郎顕彰剣道大会」が休止せ

ざるを得なくなりました。今年解体が予定されてい

る旧清川小学校の老朽化に伴って、更衣室やトイレ

等の使用が不可能となり、実質的に運営に携わって

来た「立川剣友会」との話し合いの結果、今年から

開催を見合わせることになったものです。 

しかし、８２回と云う歴史の重みを考えると、あ

くまでも休止であり、開催できる環境が整えば再開

することも確認しております。これまでお寄せ頂きました皆様のご支援に改めて感謝申し上げま

す。 

…………………………清河八郎坐像を修復しました………………… 

明治百年を記念し、昭和４２年に建立された「清河八郎

坐像」は、５０年以上の年月の中で、鋳造成分の変化によ

り汚れが目立っており、根本的な修復が必要となっていま

した。このほど山形市の株式会社 雅山（がせん）さんから

卓越した技術を駆使して頂き、５月２３日にようやく修復が

完了しました。これまでとは見違えるほど青銅本来の重厚

さが蘇り、完成当時の威厳と風格を取り戻しております。清

河八郎が京都壬生新徳寺で、浪士組 234 名を前にして尊

皇攘夷の大義を説く英姿を、皆さんも是非ご覧頂きたいと思います。 

昨年の開会式で挨拶する正木会長 

戊辰の役古戦場に立つ参加者の皆さん 



 

 

清河八郎記念館コーナー           

■ 清河八郎生家平面見取図（略図）を展示します。 

清河八郎生家である、「齋藤治兵衛家」間取り図が記念館に展

示されます。 

 八郎の妹の血筋に当たる方が、昭和２０年代まで実際生活

していた記憶を基に「概略図」として作成して頂いたもので

す。それによると、１２畳間が五つ、８畳間が一つ、仏間が

１８畳、茶の間と食堂が其々１２．５畳となっており、概略

図から察するに、酒蔵も入れると約２００坪以上の大きな構

えだったことが分かります。他にも二つの蔵や、文人墨客をもてなした楽水楼等が記載されてい

ます。記念館お出で頂きご自身の目でお確かめください。 

■ 庄内町史資料第三号「清河八郎関係書簡三」 

「若き清河八郎 父への手紙でつづった江戸日記」企画展 

 ６月１３日から、昨年度庄内町教育委員会で発刊した、「清河八郎関係書簡三」の内容を、時系列で

パネルにし、幕末の世の動きと、八郎の揺れ動く心を記した手紙とを関連付けながら展示します。 

 また同時に、尊皇攘夷を語るときに、思想的先駆者として東の八郎、西の松陰と云われています。八

郎の政治活動についてパネルで紹介し、併せて貴重な遺品も展示します。 

 

清河神社コーナー               今年は「巫女舞」奉納 

今年の八郎祥月命日である５月３０日は、学校が休みにな

る土曜日であることから、巫女をお願いしている清川地区小

学生５，６年の女子５名が約一ケ月の練習を経て、「浦安の

舞」と「めずらしな」を奉納することになりました。 

全員が初舞台、本番の５月３０日はどうなるか緊張している

とのことですが、厳かな響きの雅楽に合わせて由緒ある舞を

奉納して頂きますので、皆さんも是非お出掛けください。 

 

2７年度顕彰会の主な事業 

≪第４回清河八郎文武体験子ども塾≫  

 ７月 日( )清川地内を会場に昨年度大変好評でありました「文武体験子ども塾」を開催しま

す。当日は、清河八郎を学ぶ座学や座禅、剣道型の体験などを計画しています。対象は、庄内町

立小学校４・５・６年生で保護者の承諾を得た先着 20 名となっております。 

 

≪歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅≫ 

 ６月１４日（日）に春のコースを、また１０月には秋のコースを開催致します。回を重ねるご

とにリピーターの方が増えてきたこの事業、毎回定員を超えております。主催者としては嬉しい

限りですが、お断りしなければならない辛さも感じております。八郎が歩いた山道を歩き健康づ

くり役立ててもらう事と、歴史の里清川を PR する事業として継続させて行きたいと考えていま

す。 

浦安の舞（平成２４年） 

修復中坐像 



≪出前講座・ギャラリートーク≫ 

 昨年度は、鶴岡市西郷地区公民館、同じく第二公民館、第五公民館、清川公民館、狩川公民館、

そして山形県土地改良事業団体連合会庄内支部から依頼を受け廣田館長が講演しました。幕末に

おける清河八郎の歴史的評価について、これからも多くの方々から知って頂く貴重な機会として

取り組んで行きたいと思います。ご希望の団体等におきましては、是非ともこの機会にご活用い

ただければと思います。連絡をお待ちしております。 

顕彰会への加入状況                       （単位：人） 

年  度 
清 川 

地区内 

清 川 地 区 外 
合 計 

町内 庄内 内陸 県外 法人等 計 

平成 25 年度 175 42 21 9 35 13 120 295 

平成 26 年度 169 46 20 10 37 15 128 297 

増 減 △６ 4 △1 1 2 2 8 2 

顕彰会年会費並びに新規加入のお願い 

平成２６年度における顕彰会への加入状況は、上表のとおり対前年度比０．７%、２人増の２

９７人となっております。平成２１年３月設立した顕彰会も県内外の清河八郎ファンをはじめと

する多くの皆様に支えられ、各種事業を展開することができました。顕彰会に未加入の方につき

ましては、是非、顕彰事業にご賛同をいただき、顕彰会並びに記念館のサポーターとしてご加入

くださいますようお願い申し上げます。会員の皆様には入館料無料の特典等を設けるなど準備い 

たしております。    

 

 

事務局長としてお世話になります 

清川川端の阿部勉です 

 
４月２８日開催の顕彰会理事会において、これまで事務局長を務めてこられた阿彦さんに代わり、事

務局を担当することになりましたので、よろしくお願いいたします。 

清川に生まれ育ち、今年３月庄内町役場を定年退職しました。社会教育課で平成２４年度に庄内町

史資料第一号清河八郎関係書簡一の編集に携わり、資料の多さに驚いた事と慣れない写真撮影のお

手伝いに苦労したのを思い出します。 

会員の皆様と、明治維新における回天倡始の偉人清河八郎の偉業を顕彰する活動を推進してまいり

ます。 

 

顕彰会及び記念館に関する問い合わせは 

☎０２３４－５７－２１０４（清河八郎記念館 ＦＡＸ兼用）館長 廣田まで。 

■ 清河八郎記念館Ｅ-mail：spcp4yb9@pearl.ocn.ne.jp 

■ 清河八郎ホームページ：http://www.navishonai.jp/hachiro/ 

■ 清河八郎顕彰会のブログ：http://plaza.rakuten.co.jp/kaiten/ 

 


